別紙様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農業研究費
	事業名:中山間農業研究所県単試験調査費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　中山間農業研究所　電話番号：0577-73-2029 
　　　　　　　　      E-mail：c24402@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：14,996千円（前年度予算額：13,743千円）

	事業内容


	１　事業の内容


岐阜県の中山間地域では、その気候的、立地的特徴を生かした多様な農業が展開され　ており、主要な産業として位置づけられています。この中にあって、中山間農業研究所　は、中山間地農業を県民の生命と健康を守り、環境保全に貢献する魅力ある産業として　維持・発展させることを目標とし、農業者や関係機関からのニーズを的確に汲み上げ、　また消費者の農産物に対するの安全性、安定供給、高品質生産等ニーズにも対応しなが　ら、研究開発・地域支援を推進します。
	２　所要経費


（１）新規　（6,590千円）
①温暖化及び難防除害虫に対応する夏ホウレンソウ栽培技術の開発
②露地野菜の生産安定のための栽培技術の開発
③輪ギク「飛騨黄金」等切花の新品種育成と栽培技術の確立
④省電力・省エネ施設園芸技術の開発
⑤環境負荷低減とコスト削減を両立する土壌処理農薬の最適処理方法と総合管理技術の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（2） 継続 （8,406千円）
1 水稲の新品種育成及び栽培技術の開発（組み替え継続）

2 シクラメン等鉢花の新品種育成と栽培技術の確立（名称変更）

3 中山間地特産果樹モモ、リンゴ、クリ等の新品種育成と栽培技術の開発（組み替え継続）

4 境保全型農業と両立する生物的相互関係を活用した難防除コナダニ類新管理体系確立
5 果樹生産における温暖化の影響評価と果樹生産適地の精密移動予測      
6 温暖地中山間地域における飼料米の持続的低コスト多収生産技術の確立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　                                                            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                    2,250千円                                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
7 クリ新品種「ぽろたん」の産地拡大の阻害要因である凍害発生の抑制技術の開発
8 果樹の系統適応性試験
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


第５章
Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を生かした活力づくり・・・・

　２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる
　・売れる農畜産物をつくる
　・農商工連携を強化し、新たな農畜産物加工品の開発を支援する

Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり・・・

　１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る・・・

　・農地が持つ多面的機能を維持する

　・地域全体で農地・農業を守る　
	２　これまでの取組状況


地域農業の実情に応じ、新しい技術開発、地域で発生した問題点の解決、さらに新技術の波及等の技術支援を実施してきた。
	３　これまでの取組に対する評価


飛騨市の本所、中津川市の支所が、それぞれに地域の主力作目別に課題を設置し、新技術の開発や問題の解決を図った。さらに対農業者を中心に技術相談や技術支援を実施できた。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度予算額
	13,743
	0
	0
	0
	0
	0
	11,223
	0
	2,520

	要求額
	14,996
	0
	0
	0
	40
	0
	13,026
	0
	1,930

	決定額
	14,996
	0
	0
	0
	40
	0
	13,026
	0
	1,930


